
　非鉄　

黄
銅
棒
原
料
購
入
値

生
産
拠
点
の
移
転
・
拡
張
検
討

能
力
２
倍
超
安
定
供
給
体
制
強
化

田島軽金属

人
事
異
動
と
　

　

組
織
改
正

︵
カ

コ
内
は
旧
職
︶

三
井
金
属
亜
鉛
１
万

円
下
げ

Ｊ
Ｘ
金
属
銅
３
万
円
下
げ

建　値

半
導
体
製
造
装
置
部
品
事
業
を
拡
大

グ
ル

プ
シ
ナ
ジ

を
発
揮

ＲＣホールディングス

年度の温室効果ガス
排出削減目標引き上げ

従来目標から万㌧積み増し

古
河
電
工

古河グループが記念館建設
年に開館

足
尾
銅
山
の
歴
史
を
展
示

米
子
会
社
を


億
円
増
資白　銅

２
子
会
社
間

で
事
業
再
編

古
河
電
工


円
下
げ
の

円

日
本
伸
銅

特
定
重
要
物
資

に
関
わ
る
業
種

外
為
法
上
の
コ
ア

業
種
に
追
加

三
建
産
業

社
長
に
三
浦
専
務

﹁
健
康
経
営
優
良

法
人
﹂に
認
定

ア

レ
ス
テ


ス
ポ

ツ
エ

ル

カ
ン
パ
ニ

に
認
定

住
友
電
工

三

星

古
河
電
気
工
業

松
田
産
業

（４）（第三種郵便物認可） 令和５年　（　　　年 　　　）　３月１４日　（火曜日）

月　日 価格 平均
．１ 
８ 
 
 
 

１．４ 
６ 
 
 
 
 

２．１ 
３ 
 
 
 

３．１ 
６ 
 

銅建値の推移
（単位：千円／トン）









．











．











．









．

１．４ 
 
 
 
 
 

２．１ 
６ 
９ 
 
 

３．１ 
８ 
 

亜鉛建値の推移
（単位：千円／トン）

月　日 価格 平均










．









．







．

﹁
足
尾
銅
山
記
念
館
﹂

完
成
イ
メ

ジ

　
古
河
機
械
金
属
や
古
河
電
工
な

ど
古
河
三
水
会
理
事
会
社
が
共
同

出
資
す
る
古
河
市
兵
衛
記
念
セ
ン

タ

は

日

１
９
１
２
年
に
竣

工
し

そ
の
後
移
築
・
解
体
さ
れ

た
旧
足
尾
鉱
業
所
を

往
時
の
場

所
に
﹁
足

尾
銅
山
記

念
館
﹂
と

し
て
復
元

す
る
建
設

工
事
に
着

工
す
る
と

発
表
し

た

２
０

２
５
年
３

月
の
完
工

予
定
で


５
月
に
開

館
す
る
予

定

足
尾

の
光
と

陰

先
達

の
築
き
上

げ
て
き
た

歴
史
の
展
示
紹
介
に
加
え

様
々

な
文
化
の
発
信

環
境
教
育
お
よ

び
古
河
グ
ル

プ
の
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
支
え
る
人
材
の
研
修
の
場

な
ど
と
し
て
の
活
用
を
計
画
す

る

現
在
は
展
示
内
容
に
関
す
る

検
討
を
進
め
て
お
り

開
館
後
に

一
般
公
開
す
る
予
定


　
足
尾
は

古
河
グ
ル

プ
の
創

業
者
で
あ
る
古
河
市
兵
衛
の
創
業

精
神
を
象
徴
す
る
地
で

古
河
グ

ル

プ
の
礎
を
築
い
た
地
で
も
あ

る


年
に
古
河
グ
ル

プ
創
業

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り

先
達
の
産
業
興
国
の
志
に
敬

意
を
表
す
と
と
も
に

国
民
生
活

を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
貢
献
し
て
き
た
証
と
し
て

古

河
市
兵
衛
の
鉱
山
事
業
に
対
す
る

﹁
進
業
専
一
﹂
を
象
徴
す
る
足
尾

鉱
業
所
を
足
尾
銅
山
記
念
館
と
し

て
復
元
建
設
す
る


　
建
設
さ
れ
る
記
念
館
は
木
造
・

地
上
２
階
︵
延
べ
面
積
約
１
２
４

５
平
方


建
物
高
さ
約

・
８


︶
設
計
に
携
わ

た
辰
野
葛

西
建
築
事
務
所
︵
東
京
駅
や
日
本

銀
行
本
店
な
ど
を
設
計
し
た
辰
野

金
吾
氏
ら
が
開
設
︶
の
図
面
を
も

と
に
当
時
の
姿
を
再
現
す
る


　
ア
ル
ミ
鋳
物
メ

カ

の
田
島
軽
金
属
︵
本
社
・
埼
玉
県
羽
生
市

社
長

・
田
島
正
明
氏
︶
は
工
場
移
転
・
拡
張
の
検
討
を
始
め
た

安
定
供
給
体
制

の
強
化
が
狙
い

同
市
内
の
本
社
工
場
と
小
松
台
工
場
を
移
転
・
集
約
し


設
備
投
資
と
合
わ
せ
て
生
産
性
を
大
幅
向
上
さ
せ

供
給
能
力
を
２
倍
以
上

に
拡
充
し
た
い
考
え
だ

稼
働
は
２
０
２
６
年
を
め
ど
に

立
地
は
関
東
地

区
で
次
世
代
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
検
討
を
進
め
る


投
資
金
額
は
数
十
億
円
規
模
を
視
野
に
入
れ
る


　
白
銅
は

日

米
国
子

会
社
の
白
銅
Ｕ
Ｓ
Ａ
を
約

７
億
５
千
万
円
増
資
す
る

と
発
表
し
た

ウ
エ
ス
ト

コ

ス
ト
ア
ル
ミ
ナ
ム
＆

ス
テ
ン
レ
ス
社
の
持
分
取

得
資
金
な
ど
に
充
て
る
も

の
で

増
資
実
行
日
は


日

増
資
後
の
資
本
金
は

約
７
億
５
１
０
０
万
円
と

な
る


　
古
河
電
工
は
完
全
子
会

社
２
社
間
で
事
業
を
再
編

す
る
と
発
表
し
た

古
河

Ｃ
＆
Ｂ
︵
本
社
・
神
奈
川

県
平
塚
市
︶の
全
事
業
を


４
月
１
日
付
で
ミ
ハ
ル
通

信︵
本
社
・
同
県
鎌
倉
市
︶

に
譲
渡
す
る

経
営
資
源

の
有
効
的
な
活
用
な
ど
に

よ
り

さ
ら
な
る
収
益
向

上
を
目
指
す


　
古
河
Ｃ
＆
Ｂ
の
放
送
空

中
線
お
よ
び
無
線
通
信
関

連
の
設
計
・
製
造
・
販
売

・
施
工
・
サ

ビ
ス
の
全

事
業
を

ケ

ブ
ル
テ
レ

ビ
・
放
送
関
連
機
器
な
ど

の
事
業
を
展
開
す
る
ミ
ハ

ル
通
信
が
譲
受


　
資
産
の
有
効
活
用
な
ど

に
よ
る
効
率
化
を
図
り
つ

つ

新
た
な
市
場
ニ

ズ

へ
の
適
応
を
推
進

今
後

も
従
来
通
り
顧
客
の
要
望

に
応
じ
た
製
品
・
サ

ビ

ス
を
継
続
提
供
す
る


　
古
河
Ｃ
＆
Ｂ
の
業
務
・

商
権
は
す
べ
て
ミ
ハ
ル
通

信
が
継
承

古
河
Ｃ
＆
Ｂ

は
来
年
度
に
清
算
す
る
予

定
と
な

て
い
る


　
Ｊ
Ｘ
金
属
は

日

電

気
銅
建
値
を
ト
ン
当
た
り

３
万
円
引
き
下
げ
１
２
３

万
円
に
す
る
と
発
表
し

た

３
月
平
均
価
格
は
１

２
４
万
４
２
０
０
円
と
な


た


　
三
井
金
属
は
同
日

電

気
亜
鉛
建
値
を
１
万
５
千

円
引
き
下
げ

万
５
千
円

に
す
る
と
発
表

３
月
平

均
価
格
は

万
３
２
０
０

円
と
な

た

国
際
相
場

と
為
替
の
変
動
を
反
映
し

た


　
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所

︵
Ｌ
Ｍ
Ｅ
︶
銅
・
亜
鉛
相

場
は
と
も
に
軟
調

中
国

が
９
日
に
発
表
し
た
消
費

者
物
価
指
数
︵
Ｃ
Ｐ
Ｉ
︶

の
伸
び
率
が
低
か

た
こ

と
で
景
気
回
復
へ
の
期
待

感
が
後
退
し
た
こ
と
な
ど

が
影
響


日
の
現
物
公

式
価
格
は

銅
が
前
日
比



安
の
８
７
５
５



亜
鉛
が

・
５

安
の
２

９
４
１


前
回
建
値
改

定
時
か
ら
は

銅
が
２
・

１
％
安

亜
鉛
が
２
・
４

％
安
と
な

た


　
円
相
場
︵
Ｔ
Ｔ
Ｓ
︶
は

足
元
１


１
３
５
円
台

と
な
り

先
週
か
ら
約
２

円
の
円
高
ド
ル
安
と
な


て
い
る

米
シ
リ
コ
ン
バ

レ

銀
行
の
経
営
破
綻
を

受
け
て
ド
ル
売
り
が
進
ん

だ
と
み
ら
れ
る


　
黄
銅
棒
の
大
手
メ

カ


で
あ
る
日
本
伸
銅
は


日

黄
銅
削
粉
購
入
価
格

を
前
回
比
マ
イ
ナ
ス

円

の
キ
ロ
８
７
３
円
︵
平
均


８
８
５
・
２
円
︶
に
改

定
す
る
と
発
表
し
た


　
価
格
改
定
は

日
付
の

電
気
銅
建
値
が
同
ト
ン
３

万
円
安
の
１
２
３
万
円
に

な

た
こ
と
と

電
気
亜

鉛
建
値
が
８
日
付
で
同
ト

ン
１
万
２
千
円
安
の

万

円
に
な
り

日
付
で
同
１

万
５
千
円
安
の

万
５
千

円
に
な

た
た
め


　
購
入
条
件
は
工
場
持
ち

込
み
渡
し

手
形
１
２
０

日
ベ

ス

油
水
分
許
容

量
は
最
大
０
・
８
％


　
鋳
物
メ

カ

の
廃
業

増
加
に
伴
い
業
界
と
し
て

の
生
産
能
力
減
少
が
見
込

ま
れ
る
状
況

そ
の
中
で

事
業
を
継
続
す
る
メ

カ


へ
の
供
給
要
請
が
強
ま

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る


同
社
で
は
鋳
造
・
機
械
加

工
の
設
備
能
力
や
生
産
性

を
高
め

顧
客
ニ

ズ
に

安
定
的
に
応
え
続
け
る
体

制
構
築
を
目
指
す


　
供
給
能
力
拡
充
へ
新
工

場
で
の
設
備
増
強
に
加
え

効
率
生
産
が
で
き
る
レ
イ

ア
ウ
ト
構
築
や

生
産
性

を
保
ち
つ
つ
機
動
的
に
建

て
増
し
可
能
な
工
場
設
計

を
視
野
に
入
れ
る

加
え

て
同
業
他
社
や
関
連
分
野

の
企
業
を
敷
地
内
に
誘
致

し

得
意
分
野
に
応
じ
た

作
り
分
け
を
行
う
こ
と
も

選
択
肢
と
す
る

ま
た
顧

客
の
鋳
物
調
達
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
機
能

も
新
拠
点
に
持
た
せ
る
方

針

田
島
社
長
は
﹁

世

紀
に
も
通
用
す
る
モ
ノ
づ

く
り
拠
点
に
で
き
れ
ば
﹂

と
期
待
し
て
い
る

本
社

工
場
の
一
部
生
産
は
現
有

地
に
残
す
方
針


　
安
定
供
給
体
制
強
化
に

加
え
納
期
対
応
力
や
よ
り

柔
軟
な
増
産
対
応
に
も
つ

な
げ
て

世
界
の
市
場
で

競
争
す
る
顧
客
に
貢
献
す

る
考
え
だ

今
後
は
﹁
顧

客
の
要
望
に
応
え
る
こ
と

が
最
優
先

ど
れ
く
ら
い

の
生
産
性
向
上
が
必
要
に

な
る
か

し

か
り
考
え

て
い
き
た
い
﹂︵
田
島
社

長
︶
と
い
う

ロ
ボ

ト

・
自
動
車
・
工
作
機
械
・

医
療
な
ど
に
関
連
す
る
現

有
領
域
へ
の
寄
与
度
を
高

め
る
と
と
も
に

消
費
財

関
連
の
新
規
市
場
開
拓
も

目
指
す


　
政
府
は
９
日

経
済
安

全
保
障
推
進
法
で
特
定
重

要
物
資
と
指
定
さ
れ
た
金

属
鉱
産
物
や
蓄
電
池

半

導
体

永
久
磁
石

金
属

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

な
ど
に

関
わ
る
業
種
を
外
為
法
上

の
コ
ア
業
種
に
追
加
す
る

と
発
表
し
た

特
定
重
要

物
資
に
関
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ


ン
の
保
全

技
術

流
出
・
軍
事
転
用
リ
ス
ク

へ
の
対
処
な
ど
の
観
点
か

ら
コ
ア
業
種
の
追
加
を
決

め
た


　
金
属
鉱
産
物
の
業
種
に

つ
い
て
は

金
属
鉱
業
に

加
え

製
錬
・
精
製
業
も

対
象
に
追
加
し
た

コ
ア

業
種
は
外
国
人
投
資
家
に

よ
る
対
内
直
接
投
資
ま
た

は
特
定
取
得
に
関
し
事
前

届
け
出
が
必
要
と
な
る
業

種
の
う
ち

国
の
安
全
を

損
な
う
お
そ
れ
が
大
き
い

も
の
と
し
て
株
式
取
得
に

関
す
る
事
前
届
出
免
除
を

原
則
利
用
で
き
な
い
業

種


　
理
研
ア
ル

マ
イ
ト
工
業

な
ど
中
小
製

造
業
４
社
を

傘
下
に
置
く

Ｒ
Ｃ
ホ

ル

デ

ン
グ
ス

︵
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｄ

社
長
・
上

野
翼
氏
︶
は
半
導
体
製
造

装
置
部
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
る

２

月
に
子
会
社
化
し
た
サ
ン

エ

の
金
属
加
工
機
能
と

グ
ル

プ
の
表
面
処
理
や

保
護
被
膜
機
能
を
組
み
合

わ
せ

付
加
価
値
の
高
い

部
品
を
製
造

さ
ら
に
ア


セ
ン
ブ
リ
機
能
も
拡
充

し

半
導
体
製
造
装
置
部

品
業
界
の
ニ

ズ
を
捕
捉

す
る


　
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
は
理
研
ア
ル

マ
イ
ト
工
業
を
母
体
に


年
１
月
に
設
立
し
た
製
造

持
株
会
社

表
面
処
理
の

理
研
ア
ル
マ
イ
ト
工
業

︵
川
崎
市
︶
保
護
被
膜

ピ

ル
シ

ル
の
関
東
化

学
工
業
︵
東
京
都
千
代
田

区
︶
歯
車
の
都
精
機

︵
東
京
都
三
鷹
市
︶
金

属
加
工
の
サ
ン
エ

︵
山

形
市
︶
の
４
社
を
傘
下
に

置
き

航
空
・
宇
宙
な
ど

の
分
野
で
金
属
事
業
と
化

学
品
事
業
を
展
開
し
て
い

る
現
在
の
販
売
構
成
は


金
属
と
航
空
機
ま
た
は
滑

走
路
用
融
雪
剤

洗
剤
な

ど
の
化
学
品
事
業
が
半
々

程
度


　
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
の
金
属
事
業

で
は

理
研
ア
ル
マ
イ
ト

工
業
で
半
導
体
製
造
装
置

部
品
の
仕
事
を
手
掛
け
る

ケ

ス
は
あ

た
が

数

量
ベ

ス
で
は
大
き
い
も

の
で
は
な
か

た

し
か

し
今
年
２
月

ス
テ
ン
レ

ス
や
ア
ル
ミ
の
切
断
・
機

械
加
工
を
手
掛
け
る
サ
ン

エ

を
グ
ル

プ
化
し
た

こ
と
で
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
を
深

掘
り
す
る
準
備
が
整


た
﹂︵
上
野
社
長
︶
格
好

だ


　
半
導
体
製
造
装
置
マ


ケ

ト
は
昨
年
半
ば
か
ら

調
整
ム

ド
が
出
て
い
る

が

こ
こ
に
き
て
日
本
で

の
半
導
体
工
場
新
設
計
画

が
浮
上

さ
ら
に
中
長
期

目
線
で
は
５
Ｇ
や
Ａ
Ｉ


Ｉ
ｏ
Ｔ

自
動
車
の
電
装

化
と
い

た
テ

マ
で
成

長
が
確
実
視
さ
れ
て
い

る


　
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
は
金
属
素
材

の
切
断
・
機
械
加
工
を
サ

ン
エ

で
手
掛
け

表
面

処
理
を
理
研
ア
ル
マ
イ
ト

工
業
で
対
応
す
る
こ
と
が

可
能

さ
ら
に
セ
ミ
ア


セ
ン
ブ
リ
機
能
も
保
有
し

て
い
る
強
み
を
生
か
す
方

針
で
﹁
将
来
的
に
は
ア


セ
ン
ブ
リ
機
能
を
充
実
化

し
た
い
﹂︵
上
野
社
長
︶

と
す
る

成
長
市
場
と
位

置
付
け
る
半
導
体
製
造
装

置
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
事
業
拡

大
で

ポ

ト
フ

リ
オ

の
平
準
化
も
進
め
る
考

え


　
ア
ル
ミ
工
業
炉
メ

カ


大
手
の
三
建
産
業
︵
本

社
・
広
島
市
︶
は

日


４
月
１
日
付
で
新
社
長
に

三
浦
雄
一
郎
専
務
取
締
役

が
就
任
す
る
ト

プ
人
事

を
発
表
し
た

同
日
付
で

大
田
公
生
社
長
は
会
長
に

就
任
す
る

両
氏
は
代
表

取
締
役
を
務
め
る


　
三
浦
　
雄
一
郎
氏
︵
み

う
ら
・

ゆ
う
い

ち

ろ

う
︶
１

９
９
６

年
法
政
大
社
会
学
部
卒


三
建
産
業
入
社

２
０
１

１
年
営
業
本
部
海
外
部

長


年
三
建
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
取
締
役


年

三
建
産
業
取
締
役
営
業
本

部
長
兼
第
一
営
業
部
長



年
専
務
取
締
役

１
９

７
２
年

月
４
日
生
ま

れ


　
ア

レ
ス
テ

は
経
済

産
業
省
と
日
本
健
康
会
議

が
共
同
で
選
定
す
る
﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
認
定
制

度
﹂
で
健
康
経
営
優
良
法

人
に
認
定
さ
れ
た

昨
年

に
続
き
２
年
連
続
で
の
認

定

同
社
は
生
活
習
慣
の

改
善
推
進
な
ど
健
康
の
維

持
・
増
進
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る


　
住
友
電
工
は
ス
ポ

ツ

庁
か
ら
﹁
ス
ポ

ツ
エ


ル
カ
ン
パ
ニ

２
０
２

３
﹂
に
認
定
さ
れ
た
と
発

表
し
た

社
員
の
健
康
増

進
の
た
め
ス
ポ

ツ
活
動

の
支
援
・
促
進
へ
積
極
的

に
取
り
組
む
企
業
が
認
定

さ
れ
る

同
社
は
今
回
で

５
回
目
の
認
定
と
な
る


　
同
社
は
２
０
１
５
年
に

﹁
住
友
電
工
グ
ル

プ
健

康
経
営
宣
言
﹂
を
定
め


健
康
経
営
実
現
へ
の
取
り

組
み
を
続
け
て
い
る

今

回
の
認
定
を
受
け
て
同
社

で
は
﹁
社
会
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
と
と

も
に

社
員
が
健
康
で
い

き
い
き
活
躍
で
き
る
企
業

グ
ル

プ
を
目
指
す
﹂
と

し
て
い
る


︵
４
月
１
日
付
︶

　
︻
組
織
変
更
︼

　
▽
電
線
事
業
部
お
よ
び

ポ
リ
マ
テ

ク
事
業
部
は

事
業
部
制
を
廃
止
す
る

　
▽
営
業
部
を
廃
止
し
営

業
統
括
を
新
設
す
る

営

業
統
括
の
下
部
組
織
と
し

て
東
日
本
営
業
部
お
よ
び

西
日
本
営
業
部
を
新
設
す

る　
▽
製
造
部
を
工
場
に
名

称
を
変
更
す
る

　
▽
経
営
企
画
部
を
廃
止

し

そ
の
業
務
を
経
理
部

お
よ
び
総
務
部
に
移
管
す

る　
▽
国
際
事
業
部
を
廃
止

し

そ
の
業
務
を
電
線
事

業
お
よ
び
ポ
リ
マ
テ

ク

事
業
に
移
管
す
る

　
︻
役
員
の
異
動
︼

　
▽
取
締
役
ポ
リ
マ
テ


ク
事
業
営
業
統
括
︵
取
締

役
︶
濱
本
翔
太

　
︻
執
行
役
員
の
異
動
︼

　
▽
常
務
執
行
役
員
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
　
Ｐ

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

　
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

︵
常
務
執
行
役
員
営
業
統

括
担
当
兼
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
　
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
　
Ｐ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
︶
前
田
康

智　
▽
執
行
役
員
ポ
リ
マ
テ


ク
事
業
東
日
本
営
業
部

長
︵
執
行
役
員
ポ
リ
マ
テ


ク
事
業
部
長
兼
購
買
部

長
︶
久
保
晴
彦

︵
続
報

４
月
１
日
付
︶

　
︻
組
織
改
正
︼

　
︿
研
究
開
発
本
部
﹀

　
▽
﹁
自
動
車
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
﹂
の

内
部
組
織
で
あ
る
﹁
銅
箔

製
品
開
発
部
﹂
を
﹁
銅
箔

技
術
開
発
部
﹂に
変
更
し


﹁
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
所
﹂

へ
移
管
す
る

　
▽
﹁
情
報
通
信
・
エ
ネ

ル
ギ

研
究
所
﹂
の
内
部

組
織
で
あ
る
﹁
ポ
リ
マ


材
料
開
発
部
﹂
を
﹁
マ
テ

リ
ア
ル
研
究
所
﹂
へ
移
管

す
る

　
▽
﹁
情
報
通
信
・
エ
ネ

ル
ギ

研
究
所
﹂
の
内
部

組
織
で
あ
る
﹁
電
力
材
料

開
発
部
﹂
を
﹁
マ
テ
リ
ア

ル
研
究
所
﹂
へ
移
管
す
る

　
▽
﹁
イ
ン
キ

ベ

タ


統
括
部
﹂
の
内
部
組
織

で
あ
る
﹁
次
世
代
イ
ン
フ

ラ
創
生
セ
ン
タ

﹂
を

﹁
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
応

用
技
術
開
発
１
部
﹂
に
変

更
し

﹁
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
研
究
所
﹂
へ
移
管
す

る　
▽
﹁
イ
ン
キ

ベ

タ


統
括
部
﹂
の
内
部
組
織

で
あ
る
﹁
Ｂ
Ｐ
プ
ロ
ジ


ク
ト
チ

ム
﹂
を
﹁
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
﹂

へ
移
管
す
る

　
▽
﹁
イ
ン
キ

ベ

タ


統
括
部
﹂
の
内
部
組
織

で
あ
る
﹁
先
進
レ

ザ
開

発
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ


ム
﹂
の
機
能
を
﹁
フ

イ

テ
ル
製
品
事
業
部
門
﹂
と

﹁
フ

ト
ニ
ク
ス
研
究
所
﹂

の
内
部
組
織
で
あ
る
﹁
フ


ト
ニ

ク
デ
バ
イ
ス
開

発
部
﹂
お
よ
び
﹁
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
﹂
の

内
部
組
織
で
あ
る
﹁
モ
ビ

リ
テ

技
術
開
発
２
部
﹂

に
移
管
し

廃
止
す
る

　
▽
﹁
イ
ン
キ

ベ

タ


統
括
部
﹂
の
内
部
組
織

で
あ
る﹁
超
電
導
製
品
部
﹂

を
﹁
研
究
開
発
本
部
﹂
直

下
の
組
織
へ
変
更
す
る

　
▽
﹁
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
研
究
所
﹂
の
内
部
組
織

と
し
て

﹁
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
応
用
技
術
開
発

２
部
﹂
を
新
設
す
る

　
︿
営
業
統
括
本
部
﹀

　
▽
﹁
マ

ケ
テ

ン
グ

統
括
部
﹂
を
新
設
す
る

　
▽
﹁
企
画
統
括
部
﹂
の

内
部
組
織
で
あ
る
﹁
戦
略

マ

ケ
テ

ン
グ
デ
ザ
イ

ン
チ

ム
﹂
を
﹁
マ

ケ

テ

ン
グ
デ
ザ
イ
ン
部
﹂

に
変
更
し

﹁
マ

ケ
テ


ン
グ
統
括
部
﹂
へ
移
管

す
る

　
▽
﹁
ソ

シ

ル
デ
ザ

イ
ン
統
括
部
﹂
の
﹁
蓄
電

シ
ス
テ
ム
事
業
推
進
室
﹂

を
﹁
マ

ケ
テ

ン
グ
ソ

リ


シ

ン
部
﹂
に
変

更
し

﹁
マ

ケ
テ

ン

グ
統
括
部
﹂
へ
移
管
す
る

　
▽
﹁
ソ

シ

ル
デ
ザ

イ
ン
統
括
部
﹂
の
内
部
組

織
で
あ
る
﹁
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ

│
シ


ン
開
発
部
﹂
を
廃
止
す

る　
︿
エ
ネ
ル
ギ

イ
ン
フ

ラ
統
括
部
門
﹀

　
▽
﹁
電
力
事
業
部
門
﹂

の
内
部
組
織
で
あ
る
﹁
電

力
技
術
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
統
括
部
﹂
を
廃
止
す

る　
▽
﹁
電
力
事
業
部
門
﹂

の
内
部
組
織
と
し
て
﹁
電

力
プ
ロ
ジ

ク
ト
統
括

部
﹂
を
新
設
す
る

　
▽
﹁
電
力
技
術
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
統
括
部
﹂

の
内
部
組
織
で
あ
る
﹁
電

力
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

部
﹂﹁
電
力
技
術
部
﹂﹁
電

力
機
器
技
術
部
﹂﹁
技
術

開
発
部
﹂
を
﹁
電
力
事
業

部
門
﹂
直
下
へ
移
管
す
る

　
▽
﹁
電
力
技
術
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
統
括
部
﹂

の
内
部
組
織
で
あ
る
﹁
新

エ
ネ
ル
ギ

エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
﹂
を
﹁
電
力
プ

ロ
ジ

ク
ト
統
括
部
﹂
へ

移
管
す
る

　
▽
﹁
電
力
事
業
部
門
﹂

の
内
部
組
織
で
あ
る
﹁
海

外
電
力
営
業
部
﹂を﹁
電
力

プ
ロ
ジ

ク
ト
統
括
部
﹂

へ
移
管
す
る

　
▽
﹁
電
力
事
業
部
門
﹂

の
内
部
組
織
で
あ
る
﹁
海

外
電
力
プ
ロ
ジ

ク
ト

部
﹂
と
﹁
海
外
戦
略
室
﹂

を
統
合
し
﹁
海
外
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部
﹂
を
新
設

し

﹁
電
力
プ
ロ
ジ

ク

ト
統
括
部
﹂
へ
移
管
す
る

　
︿
自
動
車
部
品
事
業
部

門
﹀

　
▽
﹁
営
業
統
括
部
﹂
の

内
部
組
織
で
あ
る
﹁
西
日

本
営
業
部
﹂
を
﹁
関
西
営

業
部
﹂﹁
中
国
営
業
部
﹂

に
分
割
す
る

　
︻
人
事
異
動
︼

　
▽
事
業
・
プ
ロ
セ
ス
変

革
チ

ム
副
チ

ム
長

︵
事
業
・
プ
ロ
セ
ス
変
革

チ

ム
Ｔ
Ｒ
Ｏ
課
長
︶
伊

藤
浩
之

　
▽
戦
略
本
部
経
営
企
画

部
戦
略
推
進
室
長
︵
事
業

・
プ
ロ
セ
ス
変
革
チ

ム

企
画
課
長
︶
福
地
稔
栄

　
▽
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
＆
イ
ノ
ベ

シ

ン

セ
ン
タ

長
︵
戦
略
本
部

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ

シ


ン
セ
ン
タ

長
︶
野
村
剛

彦　
▽
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
＆
イ
ノ
ベ

シ

ン

セ
ン
タ

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ



シ

ン
部
長
︵
戦
略

本
部
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ


シ

ン
セ
ン
タ

デ
ジ
タ

ル
ソ
リ


シ

ン
部

長
︶
喜
瀬
智
文

　
▽
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
＆
イ
ノ
ベ

シ

ン

セ
ン
タ

事
業
Ｄ
Ｘ
推
進

部
長
︵
戦
略
本
部
デ
ジ
タ

ル
イ
ノ
ベ

シ

ン
セ
ン

タ

Ｄ
Ｘ
推
進
部
長
︶
内

澤
雅
彦

　
▽
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
＆
イ
ノ
ベ

シ

ン

セ
ン
タ

グ
ル

プ
Ｉ
Ｔ

戦
略
部
長
︵
戦
略
本
部
Ｉ

Ｃ
Ｔ
戦
略
企
画
部
長
︶
永

田
孝
彦

　
▽
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
＆
イ
ノ
ベ

シ

ン

セ
ン
タ

コ

ポ
レ

ト

Ｄ
Ｘ
・
標
準
化
推
進
部
長

︵
戦
略
本
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略

企
画
部
基
幹
業
務
改
革
プ

ロ
ジ

ク
ト
チ

ム
長
︶

片
倉
裕
之

　
▽
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
本
部
千
葉
事
業
所
長

︵
機
能
製
品
統
括
部
門
メ

モ
リ

デ

ス
ク
事
業
部

門
長
︶
宮
崎
秀
彦

　
▽
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
本
部
三
重
事
業
所
長

︵
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
部
三
重
事
業
所
︶
石
田

禎
則

　
▽
財
務
本
部
経
営
管
理

部
長
︵
財
務
本
部
経
営
管

理
部
財
務
管
理
課
長
︶
桜

井
泰
介

　
▽
研
究
開
発
本
部
企
画

統
括
部
長
︵
研
究
開
発
本

部
企
画
部
研
究
開
発
推
進

部
長
︶
座
間
悟

　
▽
研
究
開
発
本
部
企
画

統
括
部
技
術
戦
略
部
長

︵
研
究
開
発
本
部
企
画
部

研
究
開
発
推
進
部
技
術
マ


ケ
テ

ン
グ
課
長
︶
片

山
悦
治

　
▽
研
究
開
発
本
部
企
画

統
括
部
研
究
開
発
推
進
部

長
︵
研
究
開
発
本
部
企
画

部
イ
ノ
ベ

シ

ン
創
出

部
長
︶
朝
倉
俊
一

　
▽
研
究
開
発
本
部
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
長

︵
研
究
開
発
本
部
自
動
車

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研

究
所
長
︶
宮
島
和
雄

　
▽
研
究
開
発
本
部
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
モ

ビ
リ
テ

技
術
開
発
１
部

長
︵
研
究
開
発
本
部
自
動

車
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

研
究
所
次
世
代
自
動
車
製

品
開
発
部
長
︶
元
山
善
成

　
▽
研
究
開
発
本
部
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
モ

ビ
リ
テ

技
術
開
発
２
部

長
︵
研
究
開
発
本
部
自
動

車
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

研
究
所
自
動
車
電
装
技
術

開
発
部
長
︶
内
見
文
和

　
▽
研
究
開
発
本
部
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
技

術
開
発
１
部
長
︵
研
究
開

発
本
部
イ
ン
キ

ベ

タ


統
括
部
次
世
代
イ
ン
フ

ラ
創
生
セ
ン
タ

長
︶
露

木
真
道

　
▽
研
究
開
発
本
部
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
技

術
開
発
２
部
長
︵
研
究
開

発
本
部
自
動
車
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
次
世

代
自
動
車
製
品
開
発
部
熱

技
術
課
長
︶
田
中
賢
吾

　
▽
研
究
開
発
本
部
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ

ム

長
︵
研
究
開
発
本
部
イ
ン

キ

ベ

タ

統
括
部
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ

ム

長
︶
山
本
寛
一
郎

　
▽
研
究
開
発
本
部
フ


ト
ニ
ク
ス
研
究
所
長
︵
研

究
開
発
本
部
情
報
通
信
・

エ
ネ
ル
ギ

研
究
所
長
︶

次
世
代
フ

ト
ニ
ク
ス
事

業
創
造
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ


ム
副
チ

ム
長
黒
部
立

郎　
▽
研
究
開
発
本
部
フ


ト
ニ
ク
ス
研
究
所
フ

ト

ニ

ク
デ
バ
イ
ス
開
発
部

長
︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
オ
プ
テ

ク
︶
大

田
育
生

　
▽
研
究
開
発
本
部
フ


ト
ニ
ク
ス
研
究
所
光
線
路

開
発
部
長
︵
研
究
開
発
本

部
情
報
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ


研
究
所
光
線
路
開
発
部

長
︶
新
子
谷
悦
宏

以
下

続
報

︵
６
月
下
旬
︶

　
︻
取
締
役
候
補
者
︵
監

査
等
委
員
を
除
く
︶
︼

　
︿
新
任
﹀

　
▽
取
締
役

和
田
正
幸

　
︻
監
査
等
委
員
で
あ
る

取
締
役
︼

　
︿
新
任
﹀

　
▽
取
締
役
監
査
等
委

員

宮
田
礼
子

　
︻
退
任
取
締
役
︼

　
▽
片
山
雄
司
取
締
役

　
▽
横
見
瀬
薫
取
締
役
監

査
等
委
員

　
︻
執
行
役
員
︼

　
︿
昇
任
﹀

　
▽
常
務
執
行
役
員
金
属

・
環
境
営
業
本
部
長
︵
上

席
執
行
役
員
金
属
・
環
境

営
業
本
部
長
︶
山
﨑
隆
一

　
▽
上
席
執
行
役
員
食
品

事
業
部
長
兼
営
業
企
画
推

進
部
長
︵
執
行
役
員
食
品

事
業
部
長
兼
営
業
企
画
推

進
部
長
︶
石
禾
健
二

　
︿
新
任
﹀

　
▽
執
行
役
員
生
産
統
括

本
部
長
・
生
産
管
理
部
長

兼
品
質
保
証
室
管
掌
︵
生

産
統
括
本
部
長
兼
生
産
管

理
部
長
︶
今
井
英
人

　
︻
退
任
執
行
役
員
︼

　
▽
参
与
監
査
室
長
︵
専

務
執
行
役
員
Ｔ
Ｒ
Ｍ
委
員

長
兼
人
事
部
・
総
務
部
・

法
務
部
管
掌
︶
片
山
雄
司

　
▽
参
与
貴
金
属
材
料
事

業
部
工
業
品
部
担
当
部
長

︵
執
行
役
員
生
産
統
括
本

部
・
品
質
保
証
室
管
掌
︶

兼
子
正
晴︵

４
月
１
日
付
︶

　
︻
人
事
異
動
︼

　
▽
取
締
役
専
務
執
行
役

員
Ｔ
Ｒ
Ｍ
委
員
長
兼
人
事

部
・
総
務
部
・
法
務
部
管

掌
︵
取
締
役
専
務
執
行
役

員
総
務
部
長
・
Ｔ
Ｒ
Ｍ
委

員
長
兼
人
事
部
・
法
務
部

管
掌
︶
片
山
雄
司

　
▽
総
務
部
長
︵
総
務
部

総
務
課
長
︶
鈴
木
秀
樹

　
▽
総
務
部
担
当
部
長

︵
監
査
室
長
︶
佐
田
岳
志

　
古
河
電
工
は
２
０
３
０

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
目
標
を
引
き
上
げ

る
と
発
表
し
た

ス
コ


プ
１

３
で
従
来
目
標
か

ら
削
減
量
を

万

積
み

増
し
す
る

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ

な
ど
へ
の
燃
料

転
換

循
環
型
生
産
活
動

な
ど
に
よ
り
実
現
す
る
方

針

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
が
想
定
を
上
回
る
水
準

で
進
ん
だ
た
め

目
標
を

改
定
し
た

産
業
革
命
以

降
の
気
温
上
昇
を
１
・
５

度
未
満
に
抑
え
る
目
標
に

沿

た
取
り
組
み
を
認
定

す
る﹁
Ｓ
Ｂ
Ｔ
１
・
５
度
﹂

認
定
取
得
も
目
指
す


　

年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
量
は
ス
コ


プ
１
・
２
が

年
度
比


％
減︵
排
出
量

万

︶

ス
コ

プ
３
が

年
度
比

１
％
減
︵
同
４
６
９
万


弱
︶

年
度
の
旧
目
標

で
は
ス
コ

プ
１
・
２
が


年
度
比

％
減
︵
同


万

︶
ス
コ

プ
３
が


年
度
比

％
減
︵
３
７

９
万

弱
︶と
し
て
い
た


た
だ

現
在
ま
で
に
排
出

削
減
が
想
定
を
上
回
る
ペ


ス
で
進
ん
だ
た
め

目

標
を
改
定

新
目
標
は
ス

コ

プ
１
・
２
が

年
度

比

％
減︵
同

万

︶

ス
コ

プ
が

年
度
比


・
８
％
減
︵
同
３
５
２
万


弱
︶
と

そ
れ
ぞ
れ
旧

目
標
か
ら



５
・
８


引
き
上
げ
た


　
ス
コ

プ
１
・
２
で
は

昨
年
１
月

古
河
Ａ
Ｓ
本

社
工
場
で
太
陽
光
発
電
設

備
の
稼
働
が
開
始

同
年

４


月
に
は
銅
箔
事
業

部
門
︵
今
市
東
工
場
︶
や

サ

マ
ル
・
電
子
部
品
事

業
部
門
︵
フ

リ
ピ
ン
工

場
︶
Ａ
Ｔ
・
機
能
樹
脂

事
業
部
門
︵
平
塚
工
場
︶

で
使
用
電
力
の
１
０
０
％

を
グ
リ

ン
化
し
た



年
度
以
降
も
国
内
外
関
係

会
社
で
太
陽
光
発
電
設
備

が
稼
働
す
る
予
定

電
力

消
費
量
に
占
め
る
再
エ
ネ

比
率
に
つ
い
て

目
標
を

大
き
く
上
回
る
見
通
し
の

た
め


年
度
の
現
在
目

標

％
の
上
方
修
正
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う


　
ス
コ

プ
３
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

調
達
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改

定
し

調
達
先
に
対
し
て

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る

循
環
型
経

済
の
実
現
に
向
け
て
は


銅
箔
生
産
時
に
１
０
０
％

リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し

た
り

再
生
材
に
よ
る
樹

脂
製
品
製
造
を
行

た
り

し
て
い
る
と
す
る

ア
ル

ミ
ワ
イ
ヤ

ハ

ネ
ス
に

よ
る
自
動
車
の
燃
費
向
上

な
ど

﹁
バ
リ


チ



ン
の
川
下
で
も
環
境
負

荷
軽
減
に
寄
与
す
る
製
品

を
多
く
持

て
い
る
﹂
と

宮
本
聡
取
締
役
兼
執
行
役

員
専
務
は
説
明
す
る



